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必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

学校教育におけるICTの利用に関して理論やその背景を理解し，教育活動において効果的に活用できるための基礎的内容を取り扱う。
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○ ○ ○ ○ ○児童・生徒に情報活用能力を育成するための指導方法に関する基礎的な知識・技能を身に付ける。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

個別最適な学び，協働的な学び，主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善のための情報技術の活用の意義と在り方1

特別な支援を必要とする児童生徒に対する情報技術を活用した指導，外部人材・機関との連携の在り方2

情報通信技術を効果的に活用した指導事例・実践事例3

校務支援システムの効果的活用と学習履歴，学習評価，教育情報のセキュリティについて4

遠隔・オンライン教育の意義とシステム構成5

各教科等の特性に応じた情報活用能力（情報モラルを含む）とその指導方法について6

児童・生徒に対する情報通信機器の基本操作の指導方法7

前半：情報通信技術を活用した授業設計・教材作成　／後半：定期試験8
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ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

情報モラルやディジタル教材に関するグループディスカッション 教材開発のプレゼンテーションをする
ラ
ー
ニ
ン
グ

○
工
夫
そ
の
他
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時間外学修
の内容と時
間の目安

準備
学修

事後
学修

教科書

小学校学習指導要領解説総則，中学校学習指導要領解説総則　webで参照可

参考書

教員が配布する
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レポート
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